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「 まじわり 」の一 四 一 号 から継 続 して 「ヘブライ人 への手 紙 」から学 んでいますが、今 回 は、

二 章 一 七 節 ～三 章 一 四 節 から学 んでいきたいと思 います。  

ここでは、 「 イ エスは、神 の御 前 において憐 れみ深 い、忠 実 な大 祭 司 となって 、民 の罪 を

償 うために、すべての点 で兄 弟 たちと同 じようにならねばならなかったのです 」（二 ・一 七 ）、

また 「わたしたちが公 に言 い表 している使 者 であり、大 祭 司 であるイエスのこ とを考 えなさい。

モーセが神 の家 全 体 の中 で忠 実 であったように、イエスは、御 自 身 を立 てた方 に忠 実 であら

れました。」（三 ・一 ～二 ）と書 かれています。これらは、イエス様 が大 祭 司 であり、また使 者

であること、さらにモーセと比 較 して、モーセのようにご自 身 を立 てた神 に対 して忠 実 な方 であ

ったことが述 べられています。  

これらの文 言 は、イエス様 について、 「使 者 」という言 葉 を用 いて説 明 したり、あるいはイエ

ス様 を「大 祭 司 」であるとたとえたり、さらにはモーセと比 較 したりするなど、今 日 の私 たちの教

会 にと って 、あま りなじみのない内 容 と言 えます。 「ヘブライ人 への手 紙 」を読 み学 ぶ最 初 の

教 会 の人 々と、今 日 の私 たちとでは、聖 書 に関 する状 況 が異 なるからです。今 日 の私 たち

は、新 約 があり旧 約 があり、それらを聖 書 として受 け入 れてイエス様 について考 えまた信 じま

すが、最 初 の教 会 の人 々にとって 、聖 書 とは、私 たちが旧 約 と呼 ぶ部 分 だけでした。そ こに

は、当 然 、福 音 書 に描 かれているようなイエス様 は登 場 しませんし、また弟 子 たちの活 動 も

言 葉 もありません。しかし、最 初 の教 会 の人 々は、イエス様 を救 い主 として、ただ何 の前 提

もなく信 じようとするのではなく、聖 書 （旧 約 ）と照 らし合 わせて、イエス様 を救 い主 として受

け入 れ、信 じようとしていました。これらの文 言 には、そのような信 仰 が示 されています。その意

味 では、 「ヘブライ人 への手 紙 」から学 ぶとは、そのよ うな最 初 の教 会 の人 々の感 覚 と共 に

学 ぶことでもあります。  

さて、ここではイエス様 を「使 者 」と言 っておりますが、それは単 なる伝 達 者 ではありません。

神 から「使 者 」として遣 わされたのですが、贖 いによる救 いを実 現 する方 です。そしてそのことが

次 の 「大 祭 司 」 とい う言 葉 に結 び付 きます。表 現 は前 後 していますが、 「使 者 」であると同

時 に、その「贖 う 」という内 容 が大 祭 司 の機 能 を持 っているからです。ただし、歴 史 上 存 在 し

た大 祭 司 とは異 なり、人 間 に対 して憐 れみ深 く、神 に対 して忠 実 な大 祭 司 であったのです。

そして次 に、イエス様 は、モーセと比 較 されますが、そこではまず 「モーセが神 の家 全 体 の中 で

忠 実 であったように 」 とモーセについて説 明 があります。今 日 の私 たちもモーセについて様 々な

知 識 や印 象 を持 っていますが、ここでは、モーセが、地 上 の全 ての人 にまさって人 となりが柔

和 であり、忠 実 な者 であったということが前 提 となっています。モーセは、偉 大 な預 言 者 であり、

指 導 者 であったと同 時 に、その人 間 性 も神 の前 に優 れていたのです。それらは、 「民 数 記 」



の一 二 章 に述 べられていますが、そこには 「モーセという人 はこの地 上 のだれにもまさって謙 遜

であった 」（一 二 ・三 ）とあります。モーセの謙 遜 さに注 目 するのは、「十 戒 」などの映 画 によ

って、強 い指 導 者 というようなイメージを持 つことに慣 れてしま っている今 日 的 感 覚 とは少 し

異 なるかもしれません。  

イエス様 は、そのモーセと全 く同 様 に、旧 約 を背 景 として忠 実 な方 であったと述 べられます。

しかし、イエス様 は、そのモーセ以 上 に、大 いなる栄 光 を受 けるにふさわしい者 とされたと述 べ

られます。それは、 「キリストは御 子 として神 の家 を忠 実 に治 められるのです 」（三 ・六 ）とあ

る通 り、イエス様 が、全 てのものを家 として造 られた神 様 、その 「神 の家 」を治 める方 だからで

す。モーセは、来 るべきことの証 しのために 「神 の家 」全 体 に忠 実 な方 でしたが、イエス様 はそ

の「神 の家 」を治 めるのに忠 実 な方 だということです。  

「ヘブライ人 への手 紙 」は、イエス様 の業 と姿 を見 て、旧 約 のどの時 代 の人 物 とも違 うこと

を認 識 し、更 にその背 後 にある神 様 の業 ・働 きを明 確 にしています。ここで挙 げられているモ

ーセは、今 日 の私 たちの教 会 でも聖 書 の登 場 人 物 としては有 名 ですが、私 たちの感 覚 以

上 により突 出 した模 範 的 人 間 として示 されていたと思 います。しかし、 イエス様 は、キリストと

してそれらを超 える存 在 であり 、それは単 に人 物 としてそ うであるのではな く 、神 様 が何 を人

間 に示 しておられるのか、また求 めておられるのか、それを明 確 にする存 在 として特 別 であるの

です。また、言 葉 としては、従 来 の聖 書 にある 「大 祭 司 」 という言 葉 を用 いたとしても、そこに

ある神 の業 ・働 きは、はるかに確 信 と希 望 に満 ちているものだと示 しているのです。そしてその

新 しい確 信 と希 望 を持 ち続 ける限 り、キリスト者 は、イエス様 が忠 実 に治 めておられる「神 の

家 」なのだという信 仰 を堅 く持 っているのです。  

さて、ここでは何 度 か「忠 実 」 という言 葉 が出 てきましたが、これは訳 語 を変 えれば「信 仰 」

です。日 本 語 では「忠 実 」と 「信 仰 」では、内 容 もニュアンスも異 なってしまいますが、初 代 の

教 会 の人 々にとって、それは同 じことです。神 様 を信 じるとは、神 様 に忠 実 であることです。 そ

れ故 に、不 信 仰 とは、神 様 を単 に信 じないことではな く、神 様 に対 して不 忠 実 なことを行 う

ことほかなりません。その不 忠 実 な例 がここでも示 されていますが、 「だから、聖 霊 がこう言 われ

るとおりです。 『今 日 、あなたたちが神 の声 を聞 くなら、荒 れ野 で試 練 を受 けたころ、神 に反

抗 したときのように、心 をかたくなにしてはならない。 』 」（三 ・七 ～八 ）とある通 り、それは、詩

編 九 五 編 の八 節 以 下 です。ギリシア語 訳 聖 書 からの引 用 ですから、今 日 旧 約 の部 分 と

は異 なりますが、祈 祷 書 の朝 の礼 拝 などで良 く用 いられる詩 編 九 五 編 は、初 代 の教 会 の

人 々から、不 忠 実 への警 告 の文 言 として有 名 であったのです。人 間 は、神 様 に対 して不

忠 実 であるかもしれない。たとえそれがモーセのような偉 大 な人 物 であっても、そうかもしれない。

しかし、イエス様 は、神 様 に対 して忠 実 であった。だから、全 ての人 を贖 う憐 れみ深 い大 祭

司 である。神 から遣 わされたイエス様 が忠 実 であるということは、神 様 が人 間 に対 して、表 現

としてはおかしいかもしれませんが、忠 実 であることを示 しています。それは言 いかえれば、神 様

は人 間 に対 して誠 実 であるということです。その誠 実 さをイエス様 と通 して私 たちも学 ぶこと、

それが神 様 に対 する忠 実 さを示 すこと、信 仰 を示 すこと他 ならない。そしてそれ を神 に対 して、

また人 に対 して行 うのが「神 の家 」である。この個 所 はそう示 していると思 います。  



今 年 は、国 の内 外 で、そして様 々な人 の営 みにおいて、不 誠 実 な行 いが多 くありました。

そして数 多 くの人 命 が失 われたり 、またかつて信 頼 されていたものが失 われたりというこ とが起

こりました。しかし、そのような世 の中 にあっても 、神 様 がイエス様 を通 してなされた業 がある、

今 もなお、私 たち一 人 々々に呼 び掛 けられているそのような業 があるという ことを見 失 ってはな

らない と思 います。この部 分 の最 期 には、 「わたしたちは、最 初 の確 信 を最 後 までし っか り と

持 ち続 けるなら 、キ リストに連 なる者 となるのです 」 とあ ります。イエス様 が信 仰 ・忠 実 さの創

始 者 である、そのことをこれからも信 じて歩 んでいきたいと思 います。  

 


